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表紙の絵
簡約化二流体モデルを用いた抵抗性バルーニングモード乱流のシミュレーションを行った．図はポロイダル断面における圧力揺動の時間
発展を示す：ⅰバルーニングモードが線形成長し，ⅱ乱流状態へ遷移し，ⅲ -ⅳ二次的な乱流の径方向への広がりが発生する．周辺ポロ
イダルフローのシアが十分強い場合には，このような乱流の径方向広がりは抑制される．
（Ayumi TAKANO et al., Plasma and Fusion Research, Vol. 19, 1403016 （2024） http: / /www.jspf.or.jp /）
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